
平成 25年度実績に関する事務事業評価表
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結
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１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

コスト効率

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価 不要 　

上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり

１ 高い ２ 普通 ３ 低い

評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

３ あり
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施

自治体関与の妥当性

対象の妥当性 ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない１ 妥当である

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性 Ａ

効  率  性 Ａ

妥　当　性 Ａ

１次評価
（課長総括） Ａ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

100

1

0.0% 420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,640,000 1,640,0001,640,000

補助金交付：障害者ふれあい交流フェスティバル　130,000円
　　　　　　基本活動費　　　　　　120,000円
委託金交付：歩行訓練　　　　　　　140,000円
　　　　　　水泳教室　　　　　　　120,000円
　　　　　　市体育大会　　　　　　330,000円
　　　　　　ユニークダンス　　　　250,000円
　　　　　　ボウリング大会　　　　130,000円　交付事務に関しては適切に処理されており、見直しの余地はない。

1,640,000

人
件
費

100 100 100

1,640,000

0.0%

420,000

100

0.0%

1
収入合計 1,220,000 1,220,000 1,220,000 1,220,000

②年間所要時間

420,000 420,000 420,000

①事務事業に携わる正規職員数 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ）

1,220,000
1,220,000

1 0.0% 1

0.0%1,220,000 1,220,000 1,220,000 1,220,000
0.0%

④その他（使用料、雑入等）

②県支出金財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

⑤一般財源

250,000
支出合計（Ａ） 1,220,000 1,220,000 1,220,000 1,220,000 0.0% 1,220,000
⑤その他 120,000 120,000 250,000 250,000 108.3%
④負担金補助及び交付金

970,000 970,000 -11.8%
③工事請負費
②委託料 1,100,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

25年度 26年度
予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

970,0001,100,000

118.6% 1,200970成
果
指
標

委託行事の参加者延べ人数 800 718 1,150

970,000 100.0%
7 7 7 7 100.0%

1,100,000 1,100,000 970,000３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績

活
動
指
標

補助金額 120,000 120,000

行事開催数
委託料

7

計画 実績 達成率 計画
250,000 100.0% 250,000

970,000
250,000

市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
障害者の自立を促し、社会参加を促進するため次の事業を実施
①連合会の活動事業に補助金。委託金を交付し連合会の活動を支援
②県の障害者スポーツ大会（陸上競技会など）への参加

対　   　象 障がい者及びその家族　　魚津市障害者連合会

手       段
（活動指標）

魚津市障害者連合会に対し活動補助金。委託金を交付する。委託先である魚津市障害者連合会と委託契約する。

意       図
（成果指標）

障害者連合会の活動が活性化することにより、障害者、その家族、ボランティアと交流する機会が増え生きがいと社会参加の促進を図る。

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

開始年度 昭和30年度 終了年度

0765-23-1077

27　障がい者の社会参加と自立の促進 目 5.障がい者福祉費

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項 1.社会福祉費

当面継続

社会福祉課

予 算 事 業 名 地域生活支援事業 係　   　名 福祉保護係

担
当
部
署

課       名

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい者連合会委託事業

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名 27-１　社会参加の支援

事  業  期　間

施  策  名



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 日
②
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 障がい者交流センター運営事業

事  業  期　間 開始年度 平成15年度

予 算 事 業 名 障がい者交流センター運営事業 係　   　名 福祉保護係

電 話 番 号 0765-23-1077

担
当
部
署

課       名 社会福祉課

終了年度

事  業  区　分 自治事務

目 1.社会福祉総務費

予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標３　健やかで笑顔あふれるまち 款

当面継続

施  策  名 27　障がい者の社会参加と自立の促進

1.社会福祉費

協働している

3.民生費

９　健康で安心して暮らせる社会の構築 項政  策  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要
障害者の自立と社会参加の促進のため、講習会やレクリエーション等を行なう場を提供し障害者相互の交流を推進し
ている

対　   　象 障がい者及びその支援者

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名 27-１　社会参加の支援 市民協働の状況

３
指
標

指　標　名 単位 24年度
達成率 計画

活
動
指
標

会館日数 305 305

手       段
（活動指標）

計画 実績 計画 実績

平成25年度をもってセンター開館10年を迎える。同センターで一番の集客となる交流フェスティバルに向け、10周年記念イベン
トを実施予定。障がい者の生活等に係る相談及び援助、講習会の開催、イベントの開催、施設の開放を行う。

意       図
（成果指標）

障害者が交流センターで開催される講習会やレクリエーションに参加することにより。障害者相互交流の輪を広げ、自立や社会参加を促進し生きがいを高める

25年度 26年度

99.7% 305305 304

成
果
指
標

利用者人数 9,000 8,977 9,000 8,363 92.9%

3,500,000

9,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費

25年度

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

当初予算額
26年度

決算増減率

②委託料 3,500,000

予算現額 決算額 予算現額 決算額

3,500,000 3,500,000 0.0% 3,721,000

3,721,000
⑤その他

③地方債

支出合計（Ａ） 3,500,000 3,500,000 3,500,000 3,500,000 0.0%

財
源
内
訳

①国庫支出金

3,500,000
収入合計 3,500,000 3,500,000

④その他（使用料、雑入等）

②県支出金

100

①事務事業に携わる正規職員数

円）（Ｂ） 420,000 420,000 420,000 420,000

3,500,000 3,500,000 0.0% 3,721,000
3,500,000 3,500,000 0.0% 3,721,000⑤一般財源 3,500,000

0.0%

0.0%

420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 3,920,000 3,920,000 3,920,000 3,920,000

人
件
費

1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0%

指定管理料金の支払（四半期毎）
適正に処理されており、見直しの余地は無い。

4,141,000

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

Ｈ25評価

妥　当　性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
Ａ

自治体関与の妥当性

１ 高い ２ 目標どおり
対象の妥当性
目的の妥当性

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

１ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
１ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い・未実施
有  効  性 Ａ

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適

当

１ 高い ２ 普通

　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価 不要

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率

負担割合の適正化

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

現状のまま（又は計画どおり）継続実施

評
価
結
果


